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世界中の中央銀行が、中央銀行デジタル通貨の利活用、実現可
能性、必要性を調査・検証していく中で、分散型台帳技術 (DLT)へ
の転換が進んでいます。

例えば、欧州中央銀行は最近、中央銀行マネーによるホール
セール決済にDLTを用いる一連のテストを実施しました。この試み
では、中央銀行3行、60組織、200件以上の取引、16億ユーロ以
上の発行が行われました。 Value Exchangeの報告書によると、こ
れらの試みは「デジタル・イノベーションの領域で大きな勢いをも
たらし、DLTとデジタル通貨の実現可能性をめぐる価値ある新た
な洞察をもたらした」と評価しています。

市場がDLTに移るにつれ、どのプラットフォームを採用するかにつ
いての意思決定点があるでしょう。このデジタルブックでは、 DLT
ベースのCBDCを創造する際のオープンな開発の重要性を検討
し、私たちのプロジェクトが新しいデジタル通貨で果たしている重
要な役割を強調しています。

ベンダー中立なガバナンスでオープンに構築された LF 
Decentralized TrustがホストするDLT は、他のセクターの生産
ネットワークに広く展開されており、強力なコミュニティ・サポートを
持つ実証済みの技術です。

LF Decentralized Trustの技術の実績と透明性は、ユースケース
のユニークな必要性に耐え、それに適応できる持続可能でテスト
済みのプラットフォームを求める中央銀行に適しています。  

デジタル通貨のような不可欠な公共財を支える技術は、共同で活
動するコミュニティからもたらされるべきであると私たちは考えま
す。コラボレーション環境で改善とテストを行うために学んだアイ
デア、知識、および教訓をオープンに共有することは、すべての人
に恩恵をもたらします。

LF Decentralized Trustの概要、中央銀行のプロジェクトにおける
オープンソース開発の重要な役割、世界中の CBDC実施における
テクノロジーの実例をご一読ください。

はじめに

「オープンソース・ソフ
トウェア(OSS)は、透
明性が高く、協働性
が高く、強固で安全な
金融システムを構築
するために活用でき
る点で際立っていま

す。
中央銀行にとって、
オープンソースには
複数の説得力のある
利点があります。」

      

“Open Source 
CBDC: Exploring 
Open Source in 

CBDC Development” 
- Digital Euro 

Association White 
Paper, Dec 2024
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https://thevx.io/campaign/dlt-and-digital-assets/
https://blog.digital-euro-association.de/open-source-cbdc
https://blog.digital-euro-association.de/open-source-cbdc
https://blog.digital-euro-association.de/open-source-cbdc
https://blog.digital-euro-association.de/open-source-cbdc
https://blog.digital-euro-association.de/author/dea
https://blog.digital-euro-association.de/author/dea
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このセクションではLF Decentralized Trust
（エルエフ・ディセントラライズド・トラスト）のハ

イレベルな概要を説明します。

LF Decentralized Trustは、分散型技術・エコ

システムのための、最も重要なオープンソー

ス基盤です。LF Decentralized Trustは、多

様でグローバルなコミュニティに支えられ、デ

ジタルファースト経済への移行を推進する技

術の共同開発のための中立的な基盤として

機能しています。

分権化された技術は、市場を急速に再構築

し、伝統的なビジネスモデルやシステムを破

壊し、金融、貿易、政府、医療などの中核イ

ンフラを近代化しています。また、私たちがど

のように相互に作用し、取引し、信頼するか

を、永遠に変化させていきます。

LF Decentralized Trustの役割は、分散化さ

れたシステムとアプリケーションの中心に信

頼を置く技術のオープンな開発を促進するこ

とです。

私たちは、オープンソース・コードベースを、

世界で最も重要なオープン・テクノロジー・プ

ロジェクトやエコシステムの多くの拠り所であ

るLinux Foundationの実証済みモデルの下

で、プロジェクトとして主催することで、これを

実現しています。

 
LF Decentralized Trustの紹介動画はこち

ら。

LF Decentralized Trustとは？

LF Decentralized Trustのプロジェクトは、ベ

ンダー、エンドユーザー、サービスプロバイ

ダ、スタートアップ、学術関係者などが、分散

アプリケーションや商用ソリューションの構築

と展開に使用でき、自由に利用可能なソフト

ウェアとして、開発者コミュニティによって構

想され、構築されます。

オープンソース開発

オープンソース開発は本質的に透明であり、

分権化された技術に理想的です。多様な

ニーズを持つ機関や個人が一体となって、共

有ソリューションを共同で作成し、分散化され

た技術自体のように、相互に成功するための

強固な基盤を形成しています。
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https://www.lfdecentralizedtrust.org/about
https://www.lfdecentralizedtrust.org/about
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CBDCとオープン開発

世界的には、中央銀行はデジタル通貨を

迅速に理解し、実行に移しています。

CBDCプロジェクトは、プロトタイプからパイ

ロット、プロダクション展開まで多岐にわた

ります。 

CBDCの推進力は、効率性、流動性、包摂

性及び全体的なイノベーションです。

CBDCは、オープンで協調的な方法で構築

されるべきだと考えるゲームチェンジャー

の公共財になるでしょう。

なぜオープン開発なのか

CBDCは、政府が支援する新たな公的金融

システムのバックボーンとして、安全性、信

頼性、適応性、相互運用性、そして、何より

も信頼性に関する極めて高い基準を満た

さなければなりません。  

それこそがLF Decentralized Trustのコミュ

ニティとプロジェクトが果たすべき役割で

す。

LF Decentralized Trustは、中央銀行とそ

の実施パートナーに、信頼と透明性をもっ

て将来の通貨を構築するためのエンタープ

ライズ品質の基礎的要素を提供します。

LF Decentralized Trustの中核で実証された

オープン開発モデルにより、コードが単に

オープンソースライセンスの下で利用できる

だけでなく、確実になります。ガバナンスを

体系化し、厳格なコード開発、セキュリティの

ベストプラクティス、ベンダーの多様性、プロ

ジェクトのロードマップへの幅広いインプット

を保証します。

多くの中央銀行がすでに気づいているよう

に、オープンに開発され、統治されたコード

でソリューションを構築することは、オープン

ソースに期待されるコスト面での利益だけで

なく、イノベーションを加速させ、信頼を提供

します。

オープンソースソフトウェアは、継続的な管

理、メンテナンス、または将来性のないリポ

ジトリにダンプされたコードの短縮形である

ことがよくあります。あるいは、単一のベン

ダーが顧客や市場セグメントを固定するた

めの戦略としての役割も果たします。

これらのアプローチとその落とし穴を、専門

的に開発されたLF Decentralized Trustのベ

ンダー・ニュートラル・プロジェクトと比較する

ことは重要です。これらのプロジェクトは、す

でに世界中の政府や金融システムに力を与

えています。
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CBDCとオープン開発 
イノベーションの加速

CBDCプロジェクトが進化し、成熟するにつ

れて、LF Decentralized Trustの技術をテ

ストし、展開することから得られる集合的な

学習は、すべての人のためのプラット

フォームとしてそれらを強化するでしょう。

それが、協創によるイノベーション加速効

果です。

中央銀行は、単に私たちの技術を構成要

素として採用することを選択するにせよ、

あるいはコードの形成や貢献にまで関与

するにせよ、持続可能で安全な金融インフ

ラが確保されるようにしています。また、各

国の市場に合わせてカスタマイズできるだ

けでなく、世界中の他国と相互運用できる

システムも構築しており、これは国境を越

えた決済や国際貿易などにとって非常に

重要です。

セキュリティとプライバシー

もちろん、CBDCに関する議論は、セキュリ

ティとプライバシーについて話すことなしに

は終わりません。LF Decentralized Trust
のプロジェクトとコミュニティに内在する

オープン性は、セキュリティの脆弱性を継

続的にレビューし、より迅速に修正すること

につながります。

オープンに構築されたソフトウェアは、プライ

バシーに関する懸念を軽減し、ゼロ知識証

明やマルチパーティ計算などの新しい技術

を組み込むために、より容易に適応させるこ

とができます。

適切なガバナンスは、コードの品質、一貫

性、および中立性を確保するための究極の

ガードレールです。

お金の未来を共に導く

CBDCの導入は、慎重ながらも意図的なプロ

セスでした。CBDCは、何世代にもわたって

金融環境を再構築するイノベーションなので

当然のことです。ビジネスと規制のデュー・

デリジェンスはきわめて重要です。しかし、そ

れだけでなく、適切なガバナンスの下で協働

し、オープンに働く多様なコミュニティに支え

られて、長期的に成長し、進化する技術イン

フラを構築することも重要です。

LF Decentralized Trustは、世界中の決済イ

ノベーションのための構成要素を積極的か

つオープンに開発します。企業、開発者、学

者、研究者、政府、サービス提供者から成る

グローバル・コミュニティの本拠地です。

そして、その仕事はまだ始まったばかりで

す！
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LF Decentralized Trustのプロジェクト

LF Decentralized Trustのプロジェクトは、すべてエンタープライズ品質の技術であり、オー

プン・ガバナンスの下で共同で構築されています。各プロジェクトには、固有の名前、開発者

コミュニティ及び目的があります。

全てのプロジェクトのライフサイクルは、  GraduatedとIncubatingの間の6つの可能な状態で

構成されます。

● Graduated -Incubationから卒業しようとするプロジェクトは、 Incubation Exit基準で

定義された基準を満たさなければならない

● Incubating-承認されたプロジェクト案はインキュベーションに入る

LF Decentralized Trustラボは、ライフサイクル内で承認されたプロジェクトを作成せずに簡

単に業務を開始できるスペース（すなわち、 GitHubレポ）を提供します。  

7
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このデジタルブックを通じてご覧頂けるよう

に、LF Decentralized Trustのコミュニティは

デジタル通貨の推進、開発、展開に積極的に

取り組んでいます。

世界中で、ブラジル、フランス、香港、ナイジェ

リア、ノルウェーの中央銀行を含む我々のメ

ンバーは、新しい通貨モデルを定義する努力

をしてます。  

Besu（ベズ）、Hyperledger Fabric（ハイパー

レッジャー・ファブリック）、 Hyperledger 
FireFly（ファイヤーフライ）、Hyperledger 
Iroha（イロハ）など、LF Decentralized Trust
の技術を実装している多くの  CBDC プロジェ

クトの概要については、以下をお読みくださ

い。

 

CBDCに係るコミュニティ活動
コミュニティ活動に参加する方法

● LF Decentralized Trustのメンバーに加

入する：金融サービスとテクノロジーの

リーダーであるLF Decentralized Trust
のメンバー企業は、これらのエキサイ

ティングなプロジェクトに取り組んでいま

す。メンバーシップの詳細はこちらでご

覧いただけます

● プロジェクトを見る

● Discordのオープンコミュニティにご参加

下さい。

● トレーニングと認定資格を通じて、LF 
Decentralized Trustプロジェクトを深く理

解する

● LF Decentralized Trustのイベントやウェ

ビナーに参加する

Community 
driven
Get started today   ➤ 
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https://www.lfdecentralizedtrust.org/join-us
https://www.lfdecentralizedtrust.org/projects
https://czw--04.na1.hs-sales-engage.com/Ctc/RI+23284/cZw--04/JkM2-6qcW6N1vHY6lZ3p6W7k_2yX4KklMfW5yDdrG92kvl3W7917gX8Zb9t3W8kZGNx7gys3vW1Qr9066z0x3fW3rL74N6QYZVJW7nfRzF3Zj4VpW1mKfRj3JN04kW5kRftZ6lxRsrN8g4glgMghbtW8lF56357w3RsW29JfSq6Zv1FcW50QWNQ6h7Lk4N3rD9mtNZTYcW61V5_N7WJ5HXW7Pt-463CZMfDW38P02J8CV36NVNt29d73rDfxW64pldL6ds0TyV3_BRz6jNbbXMWzlDcq2WsgVD1-TV2xc3lXdX9rgM04
https://www.lfdecentralizedtrust.org/learn/training
https://www.lfdecentralizedtrust.org/events
https://www.lfdecentralizedtrust.org/events
https://www.lfdecentralizedtrust.org/why-get-involved


世界のCBDC

9



LF Decentralized Trustの技術を
活用した世界中のCBDCの

プロジェクトと実験
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2024年9月、オーストラリア準備銀行 (RBA)は、オーストラリアにおけるデ

ジタルマネーの将来に関する 3年間の研究プログラムを発表しました。こ

のプログラムでは、ホールセール CBDCとトークン化された商業銀行預金

について、業界と新たなプロジェクトを立ち上げます。

Project Acacia（アカシア）は、トークン化された市場における「プログラマ

ビリティ」や「アトミック決済」といった台帳の取り決めや概念 がオーストラ

リアの金融システムや経済にどのような恩恵をもたらすかを理解するこ

とに重点を置いています。将来フェーズでは各地域の中央銀行とのクロ

スボーダーでの応用が考えられます。

RBAと財務省はリテールCBDCのメリットを時間をかけて再評価し、2027
年にフォローアップペーパーを計画すると述べています。

RBAは、ホールセールトークン化資産市場のための異なる決済モデルに

関連した、技術設計、リスク管理、ガバナンス、規制上の考慮事項に関

する業界のフィードバックを求めています 。この協議プロセスは、 Project 
Acaciaの次のフェーズのための技術選定に係る情報を提供します。

2020年から2021年にかけて、RBAはオーストラリア・コモンウェルス銀

行、ナショナル・オーストラリア銀行、 Perpetual及びConsenSys などと

CBDCの研究プロジェクトを実施しました。 Project Atom（アトム） では、

トークン化されたシンジケートローンの資金調達、決済、返済にホール

セール市場参加者が利用可能なトークン化された CBDC発行のための

実証実験(POC)を実施しました。Project Atomは、LF Decentralized 
TrustのBesuをその基盤となるDLTプラットフォームとして利用しました。

RBAはProject AtomがホールセールCBDCの利点と影響を実証し、さら

に検討する必要がある疑問や問題を特定したと述べました。

オーストラリア
PHASE: RESEARCH

PROJECT USED
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https://www.rba.gov.au/speeches/2024/sp-ag-2024-09-18.html
https://www.rba.gov.au/speeches/2024/sp-ag-2024-09-18.html
https://www.rba.gov.au/speeches/2024/sp-ag-2024-09-18.html
https://www.reuters.com/markets/currencies/australias-rba-prioritise-wholesale-cbdc-work-over-retail-2024-09-17/
https://www.rba.gov.au/payments-and-infrastructure/central-bank-digital-currency/pdf/project-acacia-consultation-paper-2024-11.pdf
https://www.rba.gov.au/payments-and-infrastructure/central-bank-digital-currency/pdf/project-atom-report_2021-12.pdf


ブラジル中央銀行は、長年にわたる民間セクターとのユース

ケースやMinimum Viable Product（MVP）を検討するための

LiFT Challengeを研究・整理した後、2023年6月に「パイロッ

トDrex（ドレックス）」を発表しました。ここでは、規制された仲

介業者がトークン化されたサービスを一般に提供できるよう

にすることで、金融市場の効率性を高め、包摂性を促進する

ことを目的としています。Drexは新しい金融商品を支援し、

アクセスを拡大するために、これらの仲介業者を通じてリ

テールレベルで実施されます。

Besuに構築されたパイロットは、登録、決済、および取引プ

ロトコルという3つの階層に焦点を当てており、処理を自動化

するためにスマートコントラクトを使用しています。テストされ

ている取引には、最終顧客段階までのアトミック DVP決済に

よる償還、移転、取引が含まれます。すべての取引はオー

バードラフトを禁止しており、資産の分別化は DLTのメリットを

活用するためにテストされています。この基盤は、プログラマ

ブル決済や自動決済の仕組みなど、革新的な金融サービス

を支援するものです。

パイロットは、現在第2フェーズに入っています。第1フェーズ

（2023年半ばに開始 )では、Drexのテクニカルアーキテク

チャ、アセットトークン化、プライバシーソリューション、 DVP決
済テストに焦点が当てられました。 100社以上の応募者から

選ばれた銀行、フィンテック、テクノロジープロバイダーのコン

ソーシアム16社が参加し、フェーズ1の所見は、2025年3月
に発表された報告書の中で公表されました。 2025年初頭現

在、Drexのパイロットには、両パイロットフェーズにわたる 29
の市場参加者が含まれています。

ブラジル
PHASE: PILOT

PROJECT USED

Please visit  Kaleido for more information on 
blockchain-based CBDC architectures.

12

https://www.bcb.gov.br/en/financialstability/drex_en
https://liftchallenge.bcb.gov.br/site/liftchallenge/en
https://www.bcb.gov.br/en/pressdetail/2466/nota
https://cdn-www.bcb.gov.br/en/pressdetail/2601/nota
https://www.kaleido.io/industries/cbdc


フェーズ2（2024年後半に開始）は、13の追加参加者ととも

に拡大し、貿易金融、不動産トークン化、 DeFiなどの先進的

なユースケースに焦点を当てました。これまでの成果は、

Drexのマルチアセットプラットフォーム、スマートコントラクト

機能、リテール及びホールセール用の技術的な準備状況を

検証しました。

プライバシーはDrexパイロットにとって重要な要件です。

この多資産のDLT環境内で信頼と機密性を維持するため

に、Anonymous Zether、Starlight、ZKP Nova、Raylsなどの

ゼロ知識証明（ZKP）を含め、ブラジル中央銀行は複数のプ

ライバシー解決策を評価しました。ZKPは有望ですが、その

残存期間と潜在的な脆弱性には注意が必要です。分離され

たネットワークや秘密計算など、その他のオプションは、複雑

さが増し、集中化のリスクが高まるため却下されました。

Drexの公開テストは、これらのプライバシー問題を解決でき

るかどうかにかかっています。

香港金融管理局とブラジル中央銀行 は、貿易金融やカーボ

ンクレジットを含む国境を越えた PvPやDVP決済ユースケー

スを探求するために、CBDCのテスト・プラットフォームである

アンサンブル・サンドボックスと Drexのパイロットを連携させ

ています。

今後、ブラジル中央銀行は、新たなユースケース (自動車の

購入のような日々の実際の取引を含む )、参加者、および既

存の金融インフラとのより深い統合を含むように、 Drexを拡

大する予定です。今後のフェーズでは、相互運用性の改善、

プライバシーとガバナンスの枠組みの精緻化、および追加的

な資産トークン化シナリオの探索に重点が置かれます。

ブラジル 続き
PHASE: PILOT

PROJECT USED

Please visit  Kaleido for more information on 
blockchain-based CBDC architectures.
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https://www.ledgerinsights.com/drex-privacy/
https://www.ledgerinsights.com/drex-privacy/
https://www.hkma.gov.hk/eng/news-and-media/press-releases/2024/10/20241028-3/
https://www.kaleido.io/industries/cbdc


2020年、カンボジア国立銀行（ NBC）は、Hyperledger Irohaを
基盤として構築された、ブロックチェーンを活用した初の大規

模な中央銀行が運営する銀行間決済システムである Bakong
（バコン）を稼働させました。 CBDCと呼ばれることが多いもの

の、デジタル通貨は商業銀行の負債であるため、 Bakongは
トークン化された預金システムと言えます。Bakongは、ユー

ザーが従来の銀行口座を持たずにスマートフォン経由でデジ

タル資金を送る・受取ることを可能にし、 1700万人の人口に対

して3000万以上のウォレットが普及しました。2024年、

Bakongデジタル決済システムは大きく成長し、 1048億ドル相

当の6億832万件の取引を処理しました。取引量は前年比

300％以上増加し、総取引量はカンボジアの GDPの330％を

超えました。

NBCは、ベトナム、タイ、中国の銀聯など、この地域の国々と

のクロスボーダー決済を追求しており、インド、日本、シンガ

ポールを含む他の国々とのクロスボーダー決済スキームの拡

大を目指しています。 .例えば、同行ははアント・インターナショ

ナルと提携し、Bakong決済システムとアリペイプラス間の クロ

スボーダーQRコード決済を開始しました。

また、他の適用事例として、 NBCは、Bakongツーリストモバイ

ル決済システムを導入し、海外からの旅行者が銀行やホテル

でお金を預け、450万以上の場所でQRコードを使って支払い

ができるようになりました。 2024年11月には、NBCとマスター

カードは、ユーザーがマスターカードの口座から Bakongツーリ

ストのウォレットに資金を送金できるようになったと発表しまし

た。 

詳細は、LF Decentralized Trustのケーススタディをご参照くだ

さい。

カンボジア
PHASE: LIVE

PROJECT USED

Please visit  Soramitsu.co.jp  for more 
information on blockchain-based CBDCs
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https://www.kapronasia.com/asia-payments-research-category/why-a-retail-digital-currency-is-working-in-cambodia.html
https://www.ledgerinsights.com/cambodias-bakong-dlt-payments-volumes-reach-3x-gdp/
https://www.ledgerinsights.com/cambodias-bakong-dlt-payments-volumes-reach-3x-gdp/
https://www.ledgerinsights.com/cambodias-bakong-dlt-payments-volumes-reach-3x-gdp/
https://www.ledgerinsights.com/cambodias-bakong-dlt-payments-volumes-reach-3x-gdp/
https://ibsintelligence.com/ibsi-news/alipay-launches-khqr-to-facilitate-cross-border-payments-into-cambodia/
https://ibsintelligence.com/ibsi-news/alipay-launches-khqr-to-facilitate-cross-border-payments-into-cambodia/
https://www.ledgerinsights.com/cambodia-launches-bakong-tourist-dlt-payment-app/
https://www.ledgerinsights.com/cambodia-launches-bakong-tourist-dlt-payment-app/
https://www.khmertimeskh.com/501589806/nbc-mastercard-join-hands-to-promote-bakong-tourists-app/
https://www.khmertimeskh.com/501589806/nbc-mastercard-join-hands-to-promote-bakong-tourists-app/
https://www.lfdecentralizedtrust.org/case-studies/soramitsu-case-study
https://soramitsu.co.jp/centralbanking


2021年4月、東カリブ中央銀行（ECCB）は、リテールCBDCで
あるDcashをグレナダ、セントクリストファー・ネイビス、アン

ティグア・バーブーダ、セントルシアの 4か国で立ち上げまし

た。パイロットの目的は、決済の効率化、金融包摂、経済の

回復力の向上でした。

2023年3月までに、DcashはECCBメンバー8か国すべてに拡

大し、約245万米ドルが流通し、21の参加金融機関、10の機

関、400近くの加盟店が関与しています。加盟店システムへ

の統合が重要な焦点でした。

DCashパイロットは、34ヶ月にわたる検証を経て、 2024年1
月に終了しました。この検証は、高可用性、迅速な取引決済

（7秒未満）、そして堅牢なセキュリティを備えたリテール向け

CBDCにおけるDLTの活用を検証するものでした。ユース

ケースには地域内商取引や小額決済が含まれていました

が、ユーザー導入の課題から、ユーザー中心の設計の必要

性が浮き彫りになりました。

ECCBはその後、商用品質のリテール CBDCソリューションで

あるDCash 2.0の計画を発表しました。その準備として、

2024年後半に新システムの設計に関する 公開調査を実施

し、DCashウェブサイトをリニューアルすることが盛り込まれ

ました。

ECCB は、東カリブ海地域における金融包摂と経済発展の促

進を目標に、パイロットから学んだ教訓を活用して  DCash の
機能とユーザー  エクスペリエンスを強化することに取り組ん

でいます。

東カリブ中央銀行
PHASE: PILOT CONCLUDED

PROJECT USED

15

https://cointelegraph.com/news/eastern-caribbean-central-bank-s-dcash-digital-currency-goes-live
https://www.eccb-centralbank.org/publications/report-and-statement-of-accounts
https://www.stvincenttimes.com/eccb-to-launch-dcash-2-0-following-pilot-project-closure/


欧州中央銀行（ECB）のデジタル・ユーロに関する調査

フェーズ（2021年10月~2023年10月）では、CBDCの設計

オプション、需要、補償モデル、配布の枠組みに焦点が当

てられました。これには、集中化されたシステムが分散型台

帳技術と並行してどのように機能するかを調査する階層型

アプローチの研究が含まれました。このフェーズでは、スペ

イン、イタリア、フランス、リトアニア、ルクセンブルク、ベル

ギー、オーストリアなど、いくつかの欧州中央銀行が試験に

参加しました。調査では、 BesuやHyperledger Fabricなど

のプラットフォームが「既存の法定通貨システムと完全に相

互運用可能」であることが強調されました。本報告書の 全

文と調査結果をご一読ください。

2023年後半、ECBは、ルールブックの最終決定、インフラ・

プロバイダーの選定、さらなるテストの実施など、デジタル・

ユーロの基礎を確立するための 2年間の準備フェーズに入

りました。このイニシアティブは、 ECBの革新的な解決策に

対する理解と、中央銀行マネーでの資金決済におけるその

潜在的な応用を高めることを目的としています。

調査作業は、2024年5月から11月の間と2024年7月から

11月の間の2回に分けて行われました。 2025年末までに、

ECB理事会はデジタル・ユーロの発行を進めるかどうかを

決定します。

欧州中央銀行

PHASE: RESEARCH

PROJECTS USED
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https://www.banque-france.fr/fr/publications-et-statistiques/publications
https://www.banque-france.fr/fr/publications-et-statistiques/publications
https://www.investing.com/news/cryptocurrency-news/the-results-of-the-digital-euro-cbdc-trials-are-finally-here-2581744


ホールセールCBDC調査の主要中央銀行であるフランス銀行は、

ルクセンブルク中央銀行と共同で、ユーロ建ての実験的 wCBDC
の発行、配布、償還のための証券決済システム分散台帳

（DL3S）プラットフォームの開発に取り組みました。 DL3Sは3つの

ユーロシステム相互運用性ソリューションの 1つでHyperledger 
Fabric上に構築されています。ハッシュタイム・ロック・コントラクト

（HTLC）のようなメカニズムを通じて、安全で効率的なトークン化

された現金決済と証券DLTとの相互運用性を可能にします。

2020年にフランス銀行はLF Decentralized Trustの会員である  
IBMと共同で、CBDCを通じた国債のトークン化と発行市場・流通

市場での流通に関する最初の実験を実施しました。

LF Decentralized Trust ラボのHyperledger FabricとToken SDK 
を活用したスマートコントラクトが、自動担保、オンフロー、クーポ

ン支払いなどのプロセスを自動化します。 2021年、フランス銀行

はHSBC及び他の8つの組織と提携して、wCBDCを試験運用し、

Hyperledger Fabric、Hyperledger Cacti及びR3 Cordaを使用

し、Hyperledger Cactiを相互運用性ツールとして使用すること

で、CBDCブロックチェーンと債券ネットワーク間の相互運用性を

テストしました。

2023年7月の最終報告書では、2020年以降に実施された12の
実験を締めくくり、相互運用性、流通、統合という 3つのホール

セールCBDCモデルの運用可能性を実証しました。これらのモデ

ルは、様々なユースケースでテストされた多様な能力を提供して

おり、特に、中央銀行マネーをトークン化することで、国境を越え

た支払い、決済のファイナリティ、安全性が向上し、運用面での

実現可能性が高まることを示しています。

フランス

Please visit  IBM for more 
information on 

blockchain-based CBDC 
architectures.

Photo by Tanguy Belin on Unsplash  
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https://www.ecb.europa.eu/paym/integration/distributed/exploratory/html/index.en.html
https://research.ibm.com/blog/cbdc-bank-modernization
https://github.com/hyperledger-labs/fabric-token-sdk
https://www.ledgerinsights.com/banque-de-france-wholesale-cbdc-trial-with-hsbc/
https://www.banque-france.fr/en/financial-stability/financial-stability-mandate/supporting-digital-transformation-financial-sector/wholesale-mnbc
https://www.ibm.com/blockchain
https://unsplash.com/photos/_hx-HEZVu7I
https://unsplash.com/s/photos/australian?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


フランス銀行は、BIS及びシンガポール通貨庁とともに Project 
Mariana （マリアナ）にも参加しています。 Besuを利用したこの共

同プロジェクトは、自動化されたマーケットメーカーにおける CBDC
に焦点を当てたものでした。

2023年10月、フランス銀行は「ホールセールCBSCの潜在力を明

らかにする：洞察と展望」と題する会議を主催し、フランソワ・ヴィ

ルロワ・ド・ガロー総裁が、非効率性を防止し、シームレスな統合

を確保するために、異なる CBDCシステム間の相互運用性に関す

る国際標準を確立することの重要性を強調しました。この会議で

は、DL3Sの継続的な進歩と、ユーロシステムの中央銀行マネー

におけるトークン化された資産決済に関する調査作業における

協働作業が強調されました。 .

2024年12月、フランス銀行ははソシエテジェネラルの子会社であ

るSG-Forgeと提携し、革新的なon-chainレポ取引を行いました。

このユーロ圏初の取引は、 Ethereumブロックチェーン上で発行さ

れた債券を担保として活用したものであり、フランス銀行は、独自

のDL3Sブロックチェーン上で中央銀行のデジタル通貨を発行しま

した。これにより、ブロックチェーン技術が金融取引を再定義し、

効率性と安全性を向上させる可能性を実証しました。

DL3Sは、18の市場DLTと40以上の機関を結び、ユーロシステム

の調査作業に不可欠であり、フランス銀行によると、 DVP決済、ク

ロスボーダー送金など、合計 10億ユーロの800件以上の取引を

促進しているとのことです。 2025年、フランス銀行は、相互運用

性と拡張可能性を強調しつつ、ホールセール CBDCのためのDLT
利用を改良するため、国際的な協力を継続します。

フランス 続き

Please visit  IBM for more 
information on 

blockchain-based CBDC 
architectures.

Photo by Tanguy Belin on Unsplash  
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https://www.bis.org/about/bisih/topics/cbdc/mariana.htm
https://www.bis.org/about/bisih/topics/cbdc/mariana.htm
https://www.banque-france.fr/en/governors-interventions/unveiling-potential-wholesale-cbdc-what-insights-and-prospects
https://www.banque-france.fr/en/governors-interventions/unveiling-potential-wholesale-cbdc-what-insights-and-prospects
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https://unsplash.com/s/photos/australian?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


ドイツ連邦銀行が開発した Trigger Solutionは、中央銀行マ

ネーにおけるDLTベースのホールセール金融取引の決済を

可能にします。分散型台帳プラットフォームとユーロシステム

の対象サービスの間のテクニカル・ブリッジとして、トークン

化された中央銀行通貨を発行することなく、金銭の動きを伴

うトークン化された資産の確保で同期した決済を可能にしま

す。

Hyperledger Fabric 2.5に構築されたTrigger Solutionは、安

全性、拡張性及び柔軟性のために Fabricのpermissioned
アーキテクチャを活用します。参加者は、自分の Fabricの
ノードを操作するか、提供されている API を使用して、Trigger 
Solutionに接続できます。

Trigger Solutionは、ドイツ取引所とドイツの金融当局との

2021年のマイルストーンに基づいて構築されており、中央銀

行マネーにおけるDLTベースの証券決済を実証しています。

現在では、DLTプラットフォームと中央銀行の決済システムを

接続することに関するユーロシステムの調査作業における 3
つの相互運用性ソリューションの 1つとなっています。2024年
には、トークン化された有価証券と中央銀行マネーの間の

DVP決済を含めて、25の金融機関が実際の取引をテスト し

ました。他のモデルと異なり、 Trigger Solutionは、ホール

セールCBDC やトークン化された通貨を発行することなく、  
RTGS 口座の実際の中央銀行マネーを利用して、既存の対

象サービスでの決済を可能にします。

また、ドイツ連邦銀行はMITデジタル通貨イニシアティブと

CBDCのプライバシー調査を実施しています。将来的には、

より広範な金融商品のための Trigger Solutionをさらに発展

させ、相互運用性を高め、トークン化資産と安全な中央銀行

決済を統合するためのユーロシステムの戦略を支援する計

画です。

ドイツ
PHASE: RESEARCH
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https://www.bundesbank.de/en/tasks/payment-systems/trigger-solution/trigger-solution-920174
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2022年、インド準備銀行（RBI）は、Hyperledger Fabricを活

用してホールセールとリテールの CBDCであるデジタルル

ピーのパイロットプログラムを開始しました。その目標には、

物理的な金銭管理における業務コストの削減、決済の効率

性の向上、決済システムの革新、金融商品包摂の促進など

が含まれていました。

2022年11月、RBIは国債のセカンダリー取引の決済のため、

銀行9行とホールセール分野におけるデジタルルピーパイ

ロットを開始しました。また12月には、リテールデジタルル

ピーパイロットも開始され、ユーザーは参加銀行が提供する

デジタルウォレットを通じて取引を行い、モバイル機器に保存

することができるようになりました。

2024年8月、RBIはCBDCのパイロットプログラムには 500万
人以上のユーザーと16の銀行が参加していると述べました。

RBIは、e-rupeeを用いて目的限定通貨と農業炭素クレジット

の創出を結びつけるなど、新たな活用事例に取り組んでいま

す。一部の銀行は現在、農家に対し、肥料の購入など特定

の用途向けに、肥料倉庫でのみ利用可能なプログラム型

CBDCの融資を提供しています。

RBIは、CBDCのリテール決済におけるプログラマビリティや

オフライン決済という追加の機能を可能にすることを検討して

います。また、ノンバンクの決済システム運営会社が CBDCの
ウォレットを提供できるようにすることで、 e-rupeeをより多く

のリテールユーザーが利用できるようにする 計画も公表しま

した。RBIは、更にCBDCをコマーシャルペーパー（ CP）や譲渡

性預金証書（CD）に利用する可能性も試験的に検討していま

す。

インドにおけるCBDCの取組みの最新状況をご参照ください。  

インド
PHASE: RESEARCH

PROJECT USED

20

Photo by Sandip Kalal on Unsplash

https://www.pwc.in/research-and-insights-hub/future-of-digital-currency-in-india.html?utm_source=chatgpt.com
https://rbidocs.rbi.org.in/rdocs/PressRelease/PDFs/PR1118C23107FC27274302AF1A499D03B0E6BC.PDF
https://rbidocs.rbi.org.in/rdocs/PressRelease/PDFs/PR1118C23107FC27274302AF1A499D03B0E6BC.PDF
https://www.rbi.org.in/Scripts/BS_PressReleaseDisplay.aspx?prid=54773
https://www.rbi.org.in/Scripts/BS_PressReleaseDisplay.aspx?prid=54773
https://www.globalgovernmentfintech.com/india-cbdc-trial-more-than-five-million-users-no-rush-for-launch/
https://www.globalgovernmentfintech.com/india-cbdc-trial-more-than-five-million-users-no-rush-for-launch/
https://www.pwc.in/assets/pdfs/indias-digital-currency-frontier-envisioning-the-future-of-cbdc.pdf
https://coingeek.com/india-central-bank-allows-non-banking-payment-operators-to-offer-cbdc-wallets/
https://coingeek.com/india-eyes-extension-of-cbdc-pilots-to-money-market-instruments-securities-tokenization/
https://www.pwc.in/assets/pdfs/indias-digital-currency-frontier-envisioning-the-future-of-cbdc.pdf
https://unsplash.com/@atomsmasher?utm_content=creditCopyText&utm_medium=referral&utm_source=unsplash
https://unsplash.com/photos/a-hand-holding-a-paper-money-in-front-of-a-building-3wKLzPn0ziw?utm_content=creditCopyText&utm_medium=referral&utm_source=unsplash


Project Garuda（ガルーダ）は、インドネシア銀行による多段

階の取り組みであり、金融   インフラの近代化、より効率的な

金融政策の伝達の支援、金融包摂の強化を目的として、

Digital Rupiah（ルピア）として知られるCBDCを開発するもの

です。プロジェクトは、初期段階、中間段階及び完了段階の 3
段階で構成されます。

プロジェクトは現在、初期段階にあり、 2024年12月にインド

ネシア銀行は最初の報告書を公表しました。このフェーズで

は、CordaとLF Decentralized TrustのBesuという2つのプ

ラットフォームを利用して、発行、移転及び償還の処理を評

価しましたが、どちらも 55のテストシナリオに合格し、拡張可

能性、プライバシー及び監査可能性等の分野で 優れたパ

フォーマンスを示しました。スマートコントラクトを使用して取

引を自動化するテストが行   われ、インドネシア銀行のリアル

タイム総合決済（BI-RTGS）システムやその他の金融インフラ

ストラクチャとのシステムの統合が評価されました。 Digital 
Rupiahは、既存の支払いシステムを補完するように設計さ

れており、準備口座残高との変換に基づいて発行と償還が

行われ、検証は分散ノードを通じて処理されます。

中間段階では、ホールセール CBDCとデジタル有価証券プ

ラットフォームとの統合、およびトークン化された決済のため

のDVP決済のテストを検討します（インドネシア中央銀行、

2024年）。完了段階では、プライバシー、相互運用性、コンプ

ライアンスの拡張可能性に重点を置きながら、クロスボー

ダーでの利用とリテールCBDCに重点を置きます。

インドネシア
PHASE: RESEARCH
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Please visit  Kaleido for more information on 
blockchain-based CBDC architectures.

https://www.bi.go.id/id/rupiah/digital-rupiah/Documents/Laporan_POC_Proyek_Garuda_ID.pdf
https://fintechnews.sg/105255/indonesia/wholesale-rupiah-digital/
https://fintechnews.sg/105255/indonesia/wholesale-rupiah-digital/
https://unsplash.com/@nimbostratus?utm_content=creditCopyText&utm_medium=referral&utm_source=unsplash
https://unsplash.com/photos/a-building-with-a-sign-that-reads-bank-indonesia-UNRGXDTBDF8?utm_content=creditCopyText&utm_medium=referral&utm_source=unsplash
https://www.kaleido.io/industries/cbdc


ナイジェリア中央銀行（CBN）は、安全かつ拡張可能で効率

的な基盤を確保するために、 2021年10月にHyperledger 
Fabric上に構築されたeNaira CBDCを稼働させました。当初

の1年で、同プラットフォームは約18.3百万ドル相当の約70
万件の取引を実施しました。eNairaスピードウォレットと

eNairaマーチャントウォレットという 2つのアプリケーションが

導入され、市民と商店主が eNairaにアクセスし、利用できる

ようになりました。

eNairaの目的は、中央銀行通貨へのアクセスの改善、徴税

の合理化、頑健な決済システムの支援、福祉的分配の実

現、送金とクロスボーダー決済の円滑化などです。 2023年、

CBNは金融包摂を促進するため、銀行口座を持たない個人

へのアクセスを拡大しました。 eNairaのデザインの詳細につ

いては、ホワイトペーパーをお読みください。

2024年、CBNはeNairaの取引額が57％増加し、183.2億
Nairaに達したと報告し、広範囲でプラスの経済効果を確実

にするために、その実施の包括的な見直しを開始しました。

eNairaは、そのアクセシビリティと効用を拡大するために、

フィンテック企業とのさらなる協力を得て、相互運用性を高め

るためにナイジェリアの銀行間決済システムに統合されまし

た。

CBNのオラエミ・カルドーソ総裁は、決済システムビジョン

2025計画において、eNairaの役割として貿易、投資及び経

済成長を押し上げる可能性を強調しました。計画には、迅速

かつ手頃なクロスボーダー決済を可能にし、決済システムに

対する信頼を向上させることが含まれ、機能、セキュリティ、

ユーザビリティの強化を継続し、ナイジェリアの国家金融包

摂戦略の目標達成を目指しています。

ナイジェリア
PHASE: PILOT

PROJECT USED

Image Copyright: eNaira

22

https://www.pymnts.com/cbdc/2022/enaira-first-anniversary-holds-lessons-cbdc-boosters/
https://www.pymnts.com/cbdc/2022/enaira-first-anniversary-holds-lessons-cbdc-boosters/
https://bitcoinke.io/wp-content/uploads/2021/10/e-Naira-Design-Paper-eNaira-White-Paper.pdf
https://punchng.com/cbn-to-boost-enaira-adoption/#google_vignette
https://www.vanguardngr.com/2025/01/value-of-enaira-rises-by-57-to-n18-32-bn/


ノルウェー銀行は、多段階の研究を通じて CBDCの研究を継

続的に進めています。2023年6月に完了したフェーズ4で
は、Besu上にCBDCサンドボックスを開発し、 CBDCを発行、

民間銀行に移転、顧客に配布することを可能にしました。こ

のフェーズでは、APIやスマートコントラクトによる大規模な

バッチ支払いのほか、検証可能な資格情報をノルウェーの

社会保障登録簿と統合したり、 CBDCの発行と消滅を含む取

引の1秒あたりの金利を計算したりするなど、これまでテスト

されたことのない先駆的な機能が紹介されました。

Project Icebreaker（アイスブレーカー）では、ノルウェー銀行

はイスラエル銀行、スウェーデン・リクスバンク及び BISと協力

し、クロスボーダーのリテール CBDC支払いを研究し、異なっ

たDLTシステムを接続する技術的実現可能性を試験し、利

益、トレードオフ、即時通貨間取引の課題を明らかにしまし

た。

2024年、ノルウェー銀行は潜在的な CBDC導入に備えて、リ

テールとホールセールの両方の設計に焦点を当てた研究を

拡大しました。透明性で知られる同行は、オープンソースの

コラボレーションを促進し、  GitHubでCBDCコードを公開する

最初の中央銀行です。同行は、CBDCに関するあらゆる決定

が金融の安定性と決済システムの効率性を確保することを

目指しています。

ノルウェー
PHASE: RESEARCH

PROJECT USED

Photo by Oliver Cole on Unsplash

23

https://www.norges-bank.no/contentassets/554ee1f1ac53417d99d43708f5abbe14/norges-bank-papers-1-2021.pdf?v=19052021132229
https://www.bis.org/publ/othp61.pdf
https://www.norges-bank.no/en/news-events/news-publications/Reports/norways-financial-system/2024-nfs/web-report-2024-nfs/
https://github.com/norges-bank
https://github.com/norges-bank
https://unsplash.com/photos/aS3ftVZLrVI
https://unsplash.com/s/photos/australian?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText


2024年後半、パプアニューギニア銀行（ BPNG）は、中央銀行

デジタル通貨であるDigital Kina（キナ）の実証実験を立ち上げ

ました。2024年12月から2025年1月の間に実施されたこの取

組みは、デジタル通貨がパプアニューギニア全域の 決済効

率、金融包摂及びクロスボーダー送金の向上 をどう実現でき

るかを探ることを目的としていました。

実証実験は、日本のフィンテック企業であり LF Decentralized 
Trust会員のソラミツとの提携を通じて実施され、日本の経済

産業省、三菱商事及び国際協力機構（ JICA）の支援を受けて

います。オープンソースのHyperledger Iroha 2ブロックチェー

ンを搭載したSORA v3 Hub Chainを活用しました。BPNGスタッ

フやポートモレスビーの現地企業を含む参加者は、モバイル

ウォレットアプリケーションを使用したリアルタイムのピア・ツー

・ピア決済や送金を成功裏に行い、盗難や紛失による資金回

収のためのセキュリティ機能をテストしました。

主な成果として、24時間365日安全な支払いと迅速な決済機

能を提供できることが実証されました。

エリザベス・ゲニア総裁は、「 Digital Kinaは金融包摂、セキュリ

ティ及びアクセシビリティの課題を計決する可能性 があり、全

国のコミュニティに利益をもたらすように取り組む」と付言し、プ

ロジェクトの全国的な効率化の可能性を強調しました。

将来的には、BPNGはDigital Kinaのパイロットをより幅広い

ユーザー層に拡大し、プラットフォームのスピード、規制順守、

セキュリティ対策を、潜在的なより幅広い展開に先駆けて精緻

化するためのフィードバックを集める計画です。

パプアニューギニア

PHASE: PROOF OF CONCEPT
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https://www.bankpng.gov.pg/publications/speeches/central-bank-digital-currency-cbdc-proof-concept
https://www.bankpng.gov.pg/publications/speeches/central-bank-digital-currency-cbdc-proof-concept
https://www.lfdecentralizedtrust.org/blog/announcing-hyperledger-iroha-2
https://www.lfdecentralizedtrust.org/blog/announcing-hyperledger-iroha-2
https://www.fintechfutures.com/blockchain-crypto-digital-assets/papua-new-guinea-s-central-bank-successfully-completes-cbdc-trial-with-japan-s-soramitsu
https://www.fintechfutures.com/blockchain-crypto-digital-assets/papua-new-guinea-s-central-bank-successfully-completes-cbdc-trial-with-japan-s-soramitsu
https://soramitsu.co.jp/centralbanking


2023年、フィリピン中央銀行  (BSP)は、銀行間決済シス

テムの強化を目的としたホールセール CBDCを検討する

Project Agila（アギラ）を立上げました。このプロジェクト

では、基盤技術としてHyperledger Fabric 、パートナー

としてLF Decentralized Trustの会員であるOracleを活

用しています。

2024年12月には、BSP及び参加金融機関がこの取組み

のテストを完了し、Oracle Cloud Infrastructureを通じ

て、金融機関が通常の業務時間外（夜間、週末、休日な

ど）に資金移動を行うことができるようになりました。

テストフェーズでは、機能、パフォーマンス、安全性及び

プログラム性の評価を行い、実世界での利用のための

システムの頑健性と安全性を確認しました。

BSPは、Project Agilaを証券決済やクロスボーダー決済

を含む広範な金融業務に統合する計画です。 2029年ま

でのエリ・M・レモロナ・ Jr総裁の任期中のホールセール

CBDCの発行を目標とし、2025年又は2026年はその潜

在的な時期とされていました。

フィリピン
PHASE: RESEARCH

PROJECT USED
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Visit  oracle.com  or more information on 
blockchain-based CBDCs

https://www.bsp.gov.ph/SitePages/MediaAndResearch/MediaDisp.aspx?ItemId=6841
https://digitalpoundfoundation.com/project-agila-philippines-central-bank-chooses-hyperledger-fabric-blockchain-for-wholesale-cbdc-trial/?utm_source=chatgpt.com
https://www.bsp.gov.ph/SitePages/MediaAndResearch/MediaDisp.aspx?ItemId=7337&utm_source=chatgpt.com
https://digitalpoundfoundation.com/central-bank-of-the-philippines-completes-testing-for-project-agila-wholesale-cbdc/
https://www.ledgerinsights.com/philippines-completes-wholesale-cbdc-trial/?utm_source=chatgpt.com
https://www.ledgerinsights.com/philippines-completes-wholesale-cbdc-trial/?utm_source=chatgpt.com
http://www.oracle.com


タイ銀行のProject Inthanon（インタノン）は、CBDCを活用す

ることにより、ブロックチェーンがいかに効率性を高め、決済

やサプライチェーンファイナンスの革新をサポートできるかを

実証した最初の事例の一つでした。

LF Decentralized Trustの会員のConsensysは、SCG及び

Digital Venturesとともに、リテールCBDCの機能及び非機能

要件を満たすために、Besuを利用しました。

ビジネスケースの1つは、CBDCを使って日々の商取引をシ

ミュレーションし、決済を自動化し、デジタル・ベンチャーズが

開発したProcure-to-Pay (B2P)と呼ばれる調達・財務管理シ

ステムをサポートすることを試みました。

報告書の全文をご覧ください。

タイ
PHASE: RESEARCH
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Please visit  consensys.net  for more 
information 

on blockchain-based CBDC architectures.
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https://consensys.net/blog/press-release/consensys-selected-as-technology-partner-by-the-bank-of-thailand-for-cbdc-project/
https://www.bot.or.th/content/dam/bot/documents/th/financial-innovation/cbdc/20190718_Inthanon_Phase2_Report.pdf
https://www.consensys.net/


Iberpayが主導するスマートマネー・イニシアティブでは、

CaixaBank、Santander、BBVA及びINGを含む16の銀行

が、スペイン銀行の監視の下、欧州中央銀行のデジタル

・ユーロの枠組みで概説されている技術的特徴を検証し

ました。Besuに基づくRed-i blockchain networkを活用し

て、スマートマネーは、オフライン決済を含むスペインの

金融セクターにおけるデジタルユーロの実現可能性を実

証し、中央集権型よりも 2層インフラモデルの方が望まし

いことを確認しました。報告書の全文をご覧ください。

これとは別に、スペイン銀行は 2024年に銀行間決済と

トークン化有価証券の決済の研究のため ホールセール  
CBDCのパイロットプログラムを開始しました。LF 
Decentralized Trustの会員のAdhara（マルチCBDCクロ

スボーダー決済プラットフォームの開発）、

Cecabank-Abancaコンソーシアム（ホールセール CBDC
を用いたトークン化債券の決済）及び Minsait（ネイティブ

デジタル債券の発行とライフサイクル管理のためのホー

ルセールCBDCのテスト） の3つのプロジェクトが選ばれ

ており、スペインの金融システムへのホールセール

CBDCの業務上の実現可能性を利点を評価することを目

的としています。

スペイン銀行は、ECBのデジタル・ユーロ調査段階にお

ける初期の協議・実験段階への参加を確認したように、

より広範なユーロシステム・デジタル・ユーロ・イニシア

ティブに引き続き貢献しています。

スペイン
PHASE: RESEARCH

PROJECTS USED
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Visit  adhara.io or more information on 
blockchain-based CBDCs

https://www.ledgerinsights.com/iberpay-trialed-digital-euro-with-blockchain-tokens-account-based-cbdc-coexisting/
https://www.ledgerinsights.com/adhara-wins-bank-of-spain-contract-for-wholesale-cbdc-tokenized-deposit-trials/
https://www.ledgerinsights.com/adhara-wins-bank-of-spain-contract-for-wholesale-cbdc-tokenized-deposit-trials/
https://adhara.io/cbdc-suite/


2023年11月下旬、ソロモン諸島中央銀行（ CBSI）は、中央銀

行デジタル通貨であるBokolo（ボコロ）Cashの実証実験を開

始しました。伝統的な貝殻のマネーにちなんで名づけられた

Bokolo Cashはソロモン諸島ドルのデジタル表現 であり、 
Hyperledger Iroha 2に基づく、パミッションド・ブロックチェーン

上で運営されています。

実証実験は、首都ホニアラにおけるリテール取引、銀行間決

済、クロスボーダー送金のシミュレーションなど、様々なユース

ケースをテストしました。参加者は、国際基準への準拠を保証

する 2 段階の本人確認  (KYC) 検証プロセスを伴うFearless 
Walletのモバイルアプリを利用した取引 を行いました。  

プロジェクトの特筆すべき特徴は、 SORAネットワークとの統

合、分散化されたパブリック・ブロックチェーン、相互運用性の

促進及びクロスボーダー決済のシミュレーションです。この二

層アプローチは、パミッションドシステムのセキュリティとパブ

リックネットワークのグローバルリーチを組み合わせたもので

す。

2023年11月28日のローンチイベントで、マナセ・ソガバレ前首

相は、CBDCの取組みが国家開発戦略に合致していることを

強調し、包摂的で持続可能な開発のために デジタル技術を活

用するという政府の確約を強調しました。

CBSIは、実証実験の知見を将来の段階に役立て、金融包摂を

強化し、国の決済インフラを近代化することを目指していま

す。

ソロモン諸島
PHASE: PROOF OF CONCEPT
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Photo by r0229 oke on Unsplash

https://www.cbsi.com.sb/wp-content/uploads/2023/11/Key-Note-Address-by-PM-at-the-Launching-of-the-Proof-of-Concept-Central-Bank-Digital-Currency-Bokolo-Cash.pdf
https://www.cbsi.com.sb/wp-content/uploads/2023/11/Key-Note-Address-by-PM-at-the-Launching-of-the-Proof-of-Concept-Central-Bank-Digital-Currency-Bokolo-Cash.pdf
https://soramitsu.co.jp/centralbanking
https://unsplash.com/@r0229?utm_content=creditCopyText&utm_medium=referral&utm_source=unsplash
https://unsplash.com/photos/a-couple-of-people-in-a-small-boat-in-the-water-zopsHUaoe3U?utm_content=creditCopyText&utm_medium=referral&utm_source=unsplash


2023年2月6日にラオス中央銀行とソラミツは、 CBDCの概念

実証（Proof of Concept）開始に関する覚書（MOU）を締結し

ました。DLak（Digital Lao Kip）と名付けられたこの取り組み

は、ブロックチェーン技術  Hyperledger Irohaを用いて金融包

摂の促進、送金効率の向上、そして同国の決済システムの近

代化を目指しています。

カンボジアにおいて実績ある Bakongシステムをベースとしたこ

のPoCにより、ラオス中央銀行は仮想的な商業銀行にデジタ

ル通貨を発行し、その銀行は参加加盟店での決済のために

ユーザーに配布することが可能になります。このシステムはま

た、国境を越えた送金を容易にし、取引コストを削減するととも

に、近隣諸国から母国に送金する出稼ぎ労働者のアクセス性

を向上させます。

このプロジェクトは、ソラミツと日本の国際協力機構（ JICA）が
2021年に実施した実現可能性調査に基づいています。調査

結果は、CBDCの導入に関する将来の意思決定に役立てら

れ、デジタル・ラオス・キップが国の経済安全保障目標と一致

し、通貨主権を強化することを保証します。

ラオス
PHASE: PROOF OF CONCEPT

PROJECT USED

Please visit  Soramitsu.co.jp  for more 
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イングランド銀行は、BISロンドン・イノベーション・センターと

共同で、リテールCBDCの導入を巡る重要な問いへの回答を

打ち出しました。これらには、民間セクターの関与、相互運用

性、採用、健全な競争エコシステムを可能にするアプローチ

が含まれます。

このプロジェクトは、普遍的で適応可能な API層の必要性を

検討しました。民間セクターと協力したこの取組みは、 CBDC
エコシステムの基礎的な要素を調査し、 APIが革新的なユー

スケースをどのように支援できるかを検討しました。

6つの機能カテゴリの33のエンドポイントから構成される API
のプロトタイプを開発し、 30の特定されたユースケースでテ

ストしました。この調査は、 CBDC決済を促進するための適切

に設計されたAPI層の潜在性を強調する一方、 CBDC導入に

不可欠なより広範なプライバシーの考慮事項と API設計を一

致させることの重要性も強調しました。プロジェクトの帰結で

は、CBDCのインフラ整備に継続的に取り組む必要性も強調

されています。こちらから最終報告書をご覧ください。

このプロジェクトが完了した後、同行は潜在的なデジタルポ

ンドのための詳細な方針と技術の枠組みの開発に焦点を当

てた設計段階に入りました。2025年、 Digital Pound Lab
は、厳格なプライバシー保護の確保に重点を置いて、 API、
ユースケース、ビジネスモデルのテストを開始しました。

英国: プロジェクト・ロザ
リンド

PHASE: RESEARCH

PROJECT USED
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サウジ中央銀行（SAMA）とUAE中央銀行（CBUAE）に
よって、2019年に開始されたProject Aberは、国内及び

クロスボーダー決済のために重複発行されたホールセー

ルCBDCをテストするというコンセプトの先駆的証明でし

た。このプロジェクトは、Hyperledger Fabricを基盤とし

て、6つの商業銀行が関与し、中央銀行間のクロスボー

ダー決済、国内銀行間の国内決済、商業銀行間のクロ

スボーダー決済という3つのフェーズで構成されました。

パイロットでは、パフォーマンス、プライバシー及び非中

央集権化を重視して、実際の資金とローカルでホストさ

れたブロックチェーンのノードを使用しました。報告結果

は、DLTがクロスボーダー取引の強化  を実現しつつ金融

プライバシーを維持を維持できること、重複発行の CBDC
が既存のクロスボーダーの銀行間決済における主要な

非効率性に対処できることを示しました。

プロジェクト・
アバー

PHASE: RESEARCH

PROJECT USED

Please visit  IBM for more information on 
blockchain-based CBDC architectures.

31

https://finance.yahoo.com/news/bilateral-saudi-uae-digital-currency-184251186.html
https://www.sama.gov.sa/en-US/News/Documents/Project_Aber_report-EN.pdf
https://www.ibm.com/blockchain


2023年3月にローンチされたProject Icebreakerは、イスラエ

ル銀行、スウェーデン・リクスバンク、ノルウェー銀行及び BIS
イノベーション・ハブが協力したもので、リテール CBDCがクロ

スボーダーの支払いにどのように利用できるかを研究し、異

なる国のCBDCシステムを接続することによって、より迅速か

つより安価で安全な異種通貨取引ができる利益、課題及び

技術的な要件を明らかにすることを目的としました。

実験では、各国中央銀行の国内 CBDCプラットフォームを結

びつけるハブ・アンド・スポーク・モデルを検証しました。イス

ラエル銀行のプロトタイプは Ethereumをベースとする

Quorum、ノルウェー銀行はBesu、スウェーデン銀行は

UTXOモデルのDLTプラットフォームを使用しました。

Icebreakerのハブは、決済をルーティングし、複数の法域で

運用する為替提供者を使用して、異なる CBDCシステム間の

為替取引を可能にしました。

検証された主な機能は、アトミックな PvP決済取引を可能に

するハッシュタイム・ロック・コントラクト（ HTLC）を用いた協調

決済であり、決済リスクを最小化しました。また、 Icebreaker 
は、為替の価格設定における競争と透明性を促進するため

に、為替サービスと決済処理のデカップリングをテストし、間

接通貨ペア取引におけるブリッジ通貨の利用を検討しまし

た。

このプロジェクトでは、 Icebreakerモデルは国内プラット

フォームへの最小限の調整で、異なる CBDCシステム間のク

ロスボーダー決済を可能にすると結論付けました。メリットと

しては、コストの削減、決済の迅速化、ユーザーのリスクの

軽減などが挙げられますが、現実の世界で実施する前に、

政策、法律、規制上の課題に対処するためには、さらなる作

業が必要です。

プロジェクト・
アイスブレーカー

PHASE: RESEARCH
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https://www.bis.org/publ/othp61.pdf


後にmCBDCブリッジ・プロジェクトと改称された Project 
Inthanon-LionRock2は、当初はBIS香港イノベーション・ハ

ブ、香港通貨庁及びタイ銀行によって立ち上げられました。

その包括的な目標は、CBDCが法域固有の規制の遵守を維

持しつつ、リアルタイムのクロスボーダー決済のスピード、費

用及び透明性をいかに高めることができるかを探ることにあ

りました。

フェーズ2では、Besuを活用し、中央銀行がそれぞれ自己の

CBDCをネットワーク上で発行し、フロー、残高、取引をリア

ルタイムでモニターすることを可能にする作業用のプロトタイ

プを構築しました。検証された主な機能には、プライバシー

保護のための取引設計、自動遵守のためのプログラム性、

リアルタイムのトランザクション実行があり、処理速度の大幅

な改善とトランザクションコストの削減につながりました。 報

告書の全文をご覧ください。

フェーズ3では、中国人民銀行とUAE中央銀行が参加し、

mBridgeを形成し、マルチCBDCの交換を秒単位で実証しま

した。プロジェクトでは、拡張性のあるリアルタイムのクロス

ボーダー決済のために構築されたカスタム DLTであるEVM
対応のmBridge台帳を導入しました。

インタノン‐
ライオンロック2 

PHASE: RESEARCH
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Project Marianaは、為替取引と決済の有効性、安全性、透

明性の向上に注力することで、ホールセール CBDC実験の拡

大を目指しています。これを達成するには、為替取引と決済

をホールセールCBDCを用いて1つの手順に統合すること、

および共通の技術標準を用いてクロスボーダーの相互運用

性をテストすること、という 2つの重要な次元が関係していま

す。これは、各種国内CBDCプロジェクトが将来のトークン化

された金融システムの中で交換することを可能にするという

点で、ゲームチェンジャーになるでしょう。

Project Marianaは、DeFiメカニズム（例 :自動化されたマー

ケットメーカー、AMM）の研究を拡大し、代替可能なホール

セールCBDCトークンの共通標準をテストします。このような

基準は、同じプロトコル内および AMMの利用におけるホール

セールCBDCの相互運用性を可能にします。プロジェクトの

目的は

1. 中央銀行の要件を満たすガバナンス機能を備えた技術基準に基

づいたホールセールCBDCトークン設計の調査・テスト

2. 国内および国際ネットワーク間のシームレスかつ安全なホール

セールCBDC移転のためのブリッジを介した相互運用性のテスト

3. AMMを用いた外為インターバンク市場の取引の構築及びテスト

最新のフェーズの結果は、ホールセール CBDCエコシステム

設計の国際的な側面において新しいアプローチを実証し、ク

ロスボーダー決済を強化するという G20の目標に貢献してい

ます。 

中間報告書と最終報告書をご覧ください。

プロジェクト・
マリアナ

PHASE: RESEARCH
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2024年初頭に始まったProject Meridian FXは、イングランド

銀行、BISイノベーション・ハブ（ロンドン及びユーロシステム・

センター）及びドイツ連邦銀行、イタリア銀行及びフランス銀

行などの中央銀行との協業である。本プロジェクトでは、為

替取引の決済メカニズムの同期化を検討し、決済の効率性

を高め、決済リスクを軽減します。

本プロジェクトでは、異種システム間の決済を調整する技術

に不可欠な存在である同期オペレーター（ SO）がテストされ

ました。エミュレートされた英国の即時グロス決済（ RTGS）シ
ステムと、3つのユーロシステムソリューション、即ちドイツ連

邦銀行のTrigger Solution、イタリア銀行のTIPS Hash-Link
及びフランス銀行のDL3Sを接続しました。SOは、従来の

RTGS システムとDLT ベースのプラットフォーム間のインター

フェース機能についても評価され、金融インフラストラクチャ

全体の相互運用性をサポートする可能性を実証しました。

重要な所見は、SO は、接続されたRTGS システムにおける

保有口座を必要としないため、信用リスクや流動性リスクを

取ることなく、PvPのFX 決済を効果的に可能にすることを示し

ているほか、商業銀行の取引承認限度額などの機能をサ

ポートし、決済モデルの柔軟性を提供することで、参加者は

即時性と流動性の効率性のバランスをとることができます。

今後、このプロジェクトは、同期やホールセール CBDCの研究

を含むイングランド銀行の RTGSロードマップを知らせるもの

となるとともに、ユーロシステムは、対象の相互運用性を高

め、ホールセール決済のための新技術を評価するために、

この調査結果を活用します。

プロジェクト・
メリディアンFX

PHASE: RESEARCH
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フランス銀行とルクセンブルク中央銀行が主導した Project 
Venusは、1億ユーロのホールセールCBDCを利用したEIBデ
ジタル債の発行と決済の成功を実証しました。ゴールドマン

サックス、ソシエテジェネラル及びサンタンデールが引受先と

なり、このプロジェクトではデュアル DLTモデル（GSが債券の

発行と保管にはGS DAP、トークン化された資金決済には

DL3S）が採用されました。

重要なイノベーションには、信頼のない相互運用性のための

HTLCが含まれ、T+0のアトミック決済を可能にすることで、カ

ウンターパーティ・リスクを軽減しました。本プロジェクトでは、

クロスボーダーの支払い、決済のファイナリティ、運営上の安

全性を高めるためのCBDCの潜在的能力が検証されました。

Hyperledger Fabric上に構築されたDL3Sは、HTLCベースの

アトミック決済をサポートしながら、アクセスと取引の機密性

に対する厳格な制御を可能にしました。レイヤー１ソリュー

ションとしてBesuを活用するGS DAPは、Cantonノードの安

全なメッセージングバスとして機能し、異なる DLT間のやり取

りを促進しました。この設定は、複数の DLTがどう共存し、

トークン化された資本市場を効果的にサポートするかを示し

ました。

2024年6月からの最終報告書における重要な示唆は、複数

のDLTを用いてホールセールCBDCを資本市場に統合するこ

との実現可能性を強調しており、 Hyperledger FabricとBesu
は、安全で効率的かつ相互運用可能な決済を可能にする上

で中心的な役割を果たしています。プロジェクトの調査結果

は、DLTベースの金融エコシステムの継続的な調査とユーロ

システムレベルでのさらなる協力をサポートするものです。

プロジェクト・
ヴィーナス

PHASE: RESEARCH
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日本銀行（BOJ）と欧州中央銀行（ECB）の共同研究イニシア

ティブとして2016年に開始されたProject Stellaは金融市場イ

ンフラ（FMI）における分散型台帳技術（ DLT）の可能性を評価

することを目的としていました。  本プロジェクトでは、4つの

フェーズにわたり、中央銀行業務における 決済、流動性、プ

ライバシー及びクロスボーダーの相互運用性への DLTの利

用を検討しました。

第1フェーズでは、TARGET2や日銀ネットのようなRTGS シス

テムにおける流動性節約メカニズム（ LSM）がDLT上で機能

するかどうかを検証しました。 Hyperledger Fabricを用いて、

性能はネットワーク設定に依存するものの、 LSMを再現でき

ることを研究は示しました。ハッシュタイム・ロック・コントラクト

（HTLC）とデジタル署名を用いて、第2フェーズでは異なる

DLT間のDVP決済を実証しました。本設計は、実現可能では

あるものの、流動性の効率性と取引のスピードに関する懸念

を提起しました。

第3フェーズでは、クロスボーダー決済の同期化を検討しまし

た。DLTは決済の安全性と迅速性を向上させる可能性を示し

たものの、相互運用性と技術標準のハードルに直面しまし

た。

最終フェーズではプライバシー強化技術（ PET）を検討し、

HidingやUnlinkingのような技術が、監査可能性を維持しな

がら、どうデータを保護できるかを評価しました。その結果

は、機密性と当局のアクセスとの間のトレードオフを強調しま

した。Project Stellaは第4フェーズの後、2020年に終了しまし

た。

プロジェクト・
ステラ
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2022年10月、SWIFTは既存の金融の枠組みの中で、 DLT
ベースと法定通貨ベースのシステム間の CBDC間の取引を

可能にするソリューションを発表しました。テストはフランス銀

行、ドイツ連邦銀行、シンガポール通貨庁、 BNPパリバ、

HSBC、およびソシエテジェネラルを含む 18の中央・商業銀行

とのサンドボックスで開始されました。 Hyperledger FireFly
は、統合プラットフォームとして機能し、安全なデータ共有、

トークン管理、およびトランザクションのオーケストレーション

のためのツールを提供しました。

参加者は12週間の間、SWIFT CBDCコネクター、取引の流

れ、役割、責任、アイデンティティとプライバシーなどの考慮

事項を評価しました。その結果、相互運用可能なクロスボー

ダーCBDC支払いのためのニーズを相互関連ソリューション

が満たしていることを確認しました。

2024年、サンドボックスは貿易、為替及び有価証券のユー

スケースで750以上の取引を行う38の銀行に拡大しました。

Hyperledger FabricとBesuが中心的な役割を果たしました

が、 Fabricがトークン化された有価証券と CBDC取引をシミュ

レートすることでDVP決済シナリオをサポートし、 Besuがクロ

スボーダーの為替取引を可能にすることで、異なる DLT間の

安全な相互運用性を実証しました。これらの実験は、ソ

リューションがグローバルな貿易フローを簡素化し、為替決

済の効率性を改善し、トークン化された証券市場を前進させ

る能力を示しました。

これらの所見は、拡張可能性と相互運用性に取り組む一方

で、CBDCを従来のシステムに統合する SWIFTの能力を確認

しました。次のステップとして、グローバルな金融インフラへ

のシームレスな統合をさらに検証するために、 2025年にトー

クン化された資産とデジタル通貨の実証実験を SWIFTは発

表しました。

スイフト・
サンドボックス
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https://www.swift.com/news-events/news/live-trials-digital-asset-transactions-swift-start-2025
https://www.kaleido.io/industries/cbdc
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MEMBER SUMMIT

LF Decentralized Trustのメンバー・サミット

は安全でオープンに開発された分散型技術

を推進するイノベーターにとって重要な集い

です。メンバー・サミットは、戦略的な議論、

ワークショップ、ワーキンググループを通じ

て、ブロックチェーン、暗号、分散型アイデン

ティティ、および関連プロジェクトの未来を形

作るための協働プラットフォームを提供しま

す。

参加者は、技術ロードマップとガバナンス・

フレームワークに直接貢献することで、新た

なトレンドを先取りしながら、プロジェクトを現

実世界のニーズに合わせることができま

す。

会員は、金融、ヘルスケア、 IoTなど、様々な

業界のグローバルエキスパートと繋がり、比

類のないネットワーキングの機会を得ること

ができます。こうしたコラボレーションは、効

率性、セキュリティ、拡張性を向上させる革

新的なパートナーシップや実用的なソリュー

ションにつながることが多くあります。  

業界のリーダーたちが集い、未来を導く会員限定の年次イベント

❏ ビジネスや技術のリーダーとのネットワーク

❏ プロジェクトの拡張を進めるためのブレインストーミング

❏ ベストプラクティスと教訓の共有

最終的に、このイベントはオープンコラボ

レーションの力を強調し、メンバーがグ

ローバル規模で信頼を築くテクノロジー

を共創できるよう支援します。分散型の

未来を形作る組織にとって、このサミット

は影響力、洞察力、そしてイノベーション

を生み出すための不可欠な場となりま

す。
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「中銀デジタル通貨の基盤としてのオープン開

発の事例」をご一読ください。

視聴：フランス銀行と IBMのブロックチェーンエ

ンジニアは、フランス銀行の CBDC実験と

Hyperledger FabricがCBDCのユースケース

の多くの要件にどのように対応しているかに

ついての技術的なプレゼンテーションとフィー

ドバックを提供します。このビデオは、

Hyperledger技術がどのようにCBDCの構築

に役立ったか、HTLCとの相互運用性を調整す

るためにどのように使用されたかを示してお

り、Hyperledger Fabric Token SDK lab上で深

い洞察とハンズオンのセッションを提供しま

す。こちらからご覧ください。

視聴： Hyperledger CBDCメンバーのウェビ

ナー、特別利益団体のプレゼンテーション、グ

ローバルフォーラムの基調講演などの厳選さ

れたセレクションは、こちらからご覧ください。

ダボス会議における政府、中央銀行、オープ

ンソース技術開発、コラボレーションの専門家

による、オープンソース技術とコラボレーション

がCBDC研究の進展と金融サービス及び政府

における導入の加速の鍵となる理由の説明を

ご拝聴ください。

その他の参考文献等

視聴：デジタル・ユーロ会議における「 CBDC
のためのオープンソース」

視聴：Hyperledger Foundation Member 
Federal Reserve of Bostonのsecure 
payments and fintechのシニア・バイスプレ

ジデントであるジム・クーニャによる「ボストン

FedのCBDC Project」と金融システムに対す

る分散型台帳技術のより広範な影響 に関す

る議論

視聴：ガバナンス、標準及び相互運用性：ピ

アツーピアの金融取引の障害の克服 に関す

るIBM、Consensys及びソラミツによるホー

ルセール及びリテールCBDCにおけるLF 
Decentralized Trustの技術に関する議論

視聴：通貨管理アプリの構築とHyperledger 
Fabricのネットワークへの展開に関するIBM
の調査。これは、Fabric Token-SDK の 2 つ
の重要な側面、つまりブロックチェーン・イン

フラストラクチャとのシームレスな統合を保

証するトークン・アプリケーションの開発及び

展開に関する方法を示しています。

視聴：金融サービス・ワークショップのための

Hyperledger Besu
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https://www.lfdecentralizedtrust.org/blog/the-case-for-open-development-as-the-foundation-for-central-bank-digital-currencies
https://www.lfdecentralizedtrust.org/blog/the-case-for-open-development-as-the-foundation-for-central-bank-digital-currencies
https://wiki.hyperledger.org/display/events/Moving+CBDCs+from+Conception+to+Reality
https://youtube.com/playlist?list=PL0MZ85B_96CF4185Yz1tCAcBM59ukP_Bs&si=MYypNocPNagSbTcm
https://youtube.com/playlist?list=PL0MZ85B_96CGHLEsbwvl7rQZMYCZgdcxN&si=o2f8m0cDNwlx8vd1
https://youtube.com/playlist?list=PL0MZ85B_96CGHLEsbwvl7rQZMYCZgdcxN&si=o2f8m0cDNwlx8vd1
https://www.omfif.org/videos/boston-feds-cbdc-project/
https://www.coindesk.com/video/sponsored-governance-standards-and-interoperability-getting-past-the-roadblocks-to-peer-to-peer-financial-transactions
https://www.coindesk.com/video/sponsored-governance-standards-and-interoperability-getting-past-the-roadblocks-to-peer-to-peer-financial-transactions
https://wiki.hyperledger.org/display/events/Create+a+Currency+Management+Application
https://wiki.hyperledger.org/display/events/Create+a+Currency+Management+Application
https://wiki.hyperledger.org/display/BESU/Contributing
https://wiki.hyperledger.org/display/BESU/Contributing


7

報告書

● 頑健、透明、高スループットでプライバシーが確

保された中銀デジタル通貨のための枠組み

● CBDCバーチャル・ハンドブック -金融の安定性、

金融政策及びクロスボーダー支払いなどのトピッ

クを網羅しているCBDCを評価する政策立案者や

専門家のための包括的な参考ガイド 
● 中央銀行は中銀デジタル通貨をどのように検討

すべきか？ - CBDC の検討に関する不確実性の

中で、中央銀行が情報に基づいた選択を行うた

めの動的な意思決定フレームワークの提案 
● 国際通貨基金 - 中銀デジタル通貨の開発ガイド

● BIS - 中銀デジタル通貨：法的及びシステム設計

上の考慮事項

● 世界経済フォーラム - 中銀デジタル通貨の相互

運用性原則 
● CFA協会 中銀デジタル通貨に関するグローバル

・サーベイ

● 新たな決済モデルが金融包摂を加速させる中、

CBDC取引は2030年までに世界全体で2,130億
ドルを超えると予測

● ホールセール中銀デジタル通貨による金融市場

の近代化

その他の参考文献等

● OMFIFリテールCBDC: 次の決済フロンティ

ア   
● クロスボーダーのCBDCの活用：実践実験

から得られた学び - BIS June 2022
● EUブロックチェーン・オブサーバトリー＆

フォーラム – 結果報告（2024年5月）

● 金融包摂の拡大か、或いは格差の深化か - 
MIT&デジタル通貨イニシアティブ

● ボストン連邦準備銀行とMIT DCIが 
findingsプロジェクトHamilton（ハミルトン）

の調査結果を共有 - オープンソースの研究

ソフトウェアOpenCBDCを開発することによ

り、CBDC 向けの理論上の高性能かつ回復

力のあるトランザクション プロセッサを実現

CBDCトラッカー： 
○ 大西洋評議会 CBDCトラッカー

○ キフマイスター ホールセールCBDC
トラッカー

○ キフマイスター リテールCBDC トラッ

カー

○ BCG CBDCトラッカー

○ 人権財団 CBDCトラッカー

Photo by Mark Boss on Unsplash
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https://eprint.iacr.org/2023/1717
https://eprint.iacr.org/2023/1717
https://www.imf.org/en/Topics/digital-payments-and-finance/central-bank-digital-currency/virtual-handbook
https://www.imf.org/en/Publications/fintech-notes/Issues/2023/09/08/How-Should-Central-Banks-Explore-Central-Bank-Digital-Currency-538504
https://www.imf.org/en/Publications/fintech-notes/Issues/2023/09/08/How-Should-Central-Banks-Explore-Central-Bank-Digital-Currency-538504
https://www.imf.org/en/Publications/fintech-notes/Issues/2023/09/08/A-Guide-to-Central-Bank-Digital-Currency-Product-Development-538496
https://www.bis.org/publ/othp88.htm
https://www.bis.org/publ/othp88.htm
https://www.weforum.org/whitepapers/central-bank-digital-currency-global-interoperability-principles/
https://www.weforum.org/whitepapers/central-bank-digital-currency-global-interoperability-principles/
https://www.cfainstitute.org/-/media/documents/survey/CBDC_Survey_Report_Online.pdf
https://www.cfainstitute.org/-/media/documents/survey/CBDC_Survey_Report_Online.pdf
https://www.juniperresearch.com/pressreleases/cbdc-transactions-to-exceed-$213-bn-by-2030
https://www.juniperresearch.com/pressreleases/cbdc-transactions-to-exceed-$213-bn-by-2030
https://www.juniperresearch.com/pressreleases/cbdc-transactions-to-exceed-$213-bn-by-2030
https://www3.weforum.org/docs/WEF_Modernizing_Financial_Markets_with_Wholesale_Central_Bank_Digital_Currency_2024.pdf
https://www3.weforum.org/docs/WEF_Modernizing_Financial_Markets_with_Wholesale_Central_Bank_Digital_Currency_2024.pdf
https://www.omfif.org/ibm19/
https://www.omfif.org/ibm19/
https://www.bis.org/publ/othp51.pdf
https://www.bis.org/publ/othp51.pdf
https://blockchain-observatory.ec.europa.eu/document/download/18d4a4c8-5f35-4394-91fc-2ecfceef881f_en?filename=EUBOF_Conclusion_Report_Final.pdf
https://blockchain-observatory.ec.europa.eu/document/download/18d4a4c8-5f35-4394-91fc-2ecfceef881f_en?filename=EUBOF_Conclusion_Report_Final.pdf
https://dci.mit.edu/cbdc-fi-1
https://www.bostonfed.org/news-and-events/press-releases/2022/frbb-and-mit-open-cbdc-phase-one.aspx?utm_source=email-alert&utm_medium=email&utm_campaign=cbdc&utm_content=project-hamilton220201
https://github.com/mit-dci/opencbdc-tx
https://www.atlanticcouncil.org/cbdctracker/
https://kiffmeister.com/2024/03/30/jurisdictions-where-wholesale-cbdc-is-being-explored-3/
https://kiffmeister.com/2024/03/30/jurisdictions-where-wholesale-cbdc-is-being-explored-3/
https://kiffmeister.com/2025/04/06/jurisdictions-where-retail-cbdc-is-being-explored-march-2025/
https://kiffmeister.com/2025/04/06/jurisdictions-where-retail-cbdc-is-being-explored-march-2025/
https://cbdctracker.org/
https://cbdctracker.hrf.org/home
https://unsplash.com/@vork?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/s/photos/modern-library?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
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アトミシティ（ atomicity）:トランザクション内の一連の操作が完全に完

了するか、まったく完了しないかを確認し、システムの部分的な更新を妨

げる性質. 

中銀マネー（ central bank money）: 中央銀行の負債、この場合は、

決済目的で使用できる中央銀行に保有される預金

機密性（confidentiality）：機密性の高い取引の詳細に許可された関

係者のみがアクセスできることを保証し、情報の不正な開示を防止

コンセンサス・メカニズム  : 分散プロセスまたはシステム間で単一データ

値の合意を達成するためにDLTシステムで使用されるプロトコル

台帳間DVP（cross-ledger DvP）：証券と金銭の振替が別々の分散さ

れた台帳にまたがって発生する受渡と支払の同時決済の仕組みで、多

くの場合、アトミシティを保証するためにハッシュタイム・ロック・コントラク

トのようなプロトコルを利用する

クロスボーダー決済： 支払人と受取人の金融機関が異なる法域に置か

れている決済

分散型金融（decentralized finance, DeFi）：銀行やブローカーのよ

うな伝統的な仲介業者に頼らずに、融資、借入、取引、支払いなどのピ

ア・ツー・ピアの金融サービスを可能にするブロックチェーン技術に基づ

いて構築された金融システム

受渡と支払の同時決済（ delivery versus payment, DvP）：証券振

替と資金振替を、対応する支払が発生した場合にのみ確実に受渡しが

行われるような方法で結びつける証券決済の仕組み

デジタル資産：支払いや投資のために、または財やサービスにアクセス

するために使用できる価値のデジタル表現

用語集と頭字語
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分散型台帳技術（ distributed ledger technology, DLT）：さまざま

な場所にあるコンピュータが、ネットワーク上で取引を提案、検証し、記

録を同期した方法で更新できるようにする、プロトコルとサポートインフラ

ストラクチャ

外国為替（ foreign exchange, FX）：ある国の通貨と他の国の通貨の

交換 

ハッシュタイム・ロック・コントラクト（ hash time-locked contract, 
HTLC）：DLT アプリケーションで使用されるスマート コントラクトの一種

で、ロックを解除するために暗号化パスフレーズを必要とする時間ベー

スのエスクローを作成することで、相手方のリスクを軽減

支払と支払の同時決済（ payment versus payment, PvP）：ある通

貨での支払いの最終的な振替が、別の通貨での支払いの最終的な振

替が行われた場合にのみ行われるようにする決済メカニズム

プライバシー強化技術（ PET）：デジタルシステム内の個人情報や機密

情報を保護し、データのプライバシーを確保し、規制を遵守するために

設計された技法やツール

流動性節約メカニズム（ LSM）：即時資金の必要性を減らすために、支

払いを待ち行列に入れて相殺することにより、利用可能な流動性の利用

を最適化する決済システムの特徴

即時グロス決済（ RTGS）：資金や有価証券の振替が、借方と貸方との

ネッティングを伴わずに、個別かつ即時に行われるシステム

汎欧州即時グロス決済システム（ TARGET）：ユーロシステムが運営す

るユーロ対応RTGSシステム。中央銀行や商業銀行による大口ユーロ決

済の安全かつ即時の処理が可能

ゼロ知識証明（ ZKP）：ステートメント自体の有効性を超えた追加情報を

明らかにすることなく、ある主体が別の主体にステートメントが真である

ことを証明できるようにする暗号化方式

Photo by Mark Boss on Unsplash

https://unsplash.com/@vork?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
https://unsplash.com/s/photos/modern-library?utm_source=unsplash&utm_medium=referral&utm_content=creditCopyText
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LF DECENTRALIZED TRUSTにご加入ください 

分散化技術の

未来を推進

御礼

メンバーシップの詳細
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https://www.hyperledger.org/about/join

